
 

 

 

リンゴと言えば、青森が有名ですが、 

清水のアップルパイは長野産のリンゴを使っています。 

長野産のシャキシャキした歯ごたえのリンゴは、 

８月～１２月にかけてが最盛期です。 

旬のリンゴと、サクサクパイがベストマッチなこの時期、 

存分に食べて、食欲の秋を満喫してくださいね。 

一日に何度も焼いていますので、 

店頭になくなっていても、声をかけてくださいね。 

 

 

 秋は、なんだか淋しく落ち着いたイメージの季節ですが、 

 カラフルで華やかな上生菓子を食べて、元気になってみませんか？ 

 一つ一つ、丁寧に手作りして、心を込めてお作りしています。 

 

 

季節の移ろいを、和素材を使って表現する上生菓子。 

一年で、一番彩り豊かな上生菓子が並ぶのは、秋です。 

木の葉が、 

秋の深まりとともに、 

色鮮やかになるように、 

上生菓子も、 

色鮮やかになっていきます。 

 お菓子は、おいしいと感じられる時期に、 

おいしく食べるのが一番ですね。 

５個入り、１０個入りの箱もご用意していますので、 

気軽な手土産としても、ご利用くださいね。 

 

 

小ぶりだけど、濃厚で食べ応えのある「しあわせチーズ」。 

正直、夏の暑い時期には重いケーキですが、 

涼しくなった今の季節が、一番おいしく食べられるようですね。 

その証拠に、一年中販売している商品なのですが、 

秋の売れ行きがダントツで一番です。 
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 しあわせチーズの季節です。 

 華やかですよ。 

 今が旬です。 



 

 

 

 

 小さい子供って、モノを積み上げるのが大好きで、 

積み木遊びをすると喜びますね。 

 清水には、大人になっても、 

積み木遊びが大好きなスタッフがいます 。 

いつまでも大人になれない、製造スタッフの森です。 

毎日仕事中に、何かを積み上げて、ひとりで大喜びしています。 

アホな遊びばかりしていないで、 

技術や経験も、毎日積み上げてくれる事を願うばかりです。 

 

 

 

 清水では、一年中栗のお菓子を作っているのですが、 

 秋になると、栗を使ったお菓子の人気が高まります。 

 ご進物に「栗まんじゅう」や「まろんパイ」を 

選ばれる方が、秋になると多くなります。 

この時期になると、イチゴのケーキを抜いて、 

モンブランなどの栗のケーキが人気者になります。 

やはりみなさん、「秋には栗」のようですね。 

最近は、栗の健康施用にも注目が集まっていて、 

糖質の代謝を助けるチアミンや、 

塩分を排出するカリウムが多く含まれているので、 

糖尿病や高血圧にも効果があるそうですね。 

この秋、栗ごはんや、栗のお菓子を食べて、 

おいしく健康になってくださいね。 

 やはり栗ですか？ 

 

 

最近、デコレーションケーキに付くメッセージが、 

とっても可愛くなっている事にお気づきでしょうか？ 

あれは、販売スタッフの柳原が書いています。 

柳原は、毎日出勤しているわけではないので、 

可愛いメッセージを書いてほしい方は、 

お店で彼女がいる時に、頼んでみてくださいね。 

 かわいいメッセージをどうぞ。 

 お子ちゃまか！ 

 

 

夏には、さわやかな空色の包装紙を 

期間限定で使っていますが、 

秋には、オレンジ色の風呂敷ラッピングをご用意しています。 

遊び心を持って、季節感を大切にしたギフトを贈ると、 

きっと、贈った方の印象も良くなると思います。 

風呂敷に付ける飾りも実費でお選びいただけますので、 

販売スタッフに、お気軽にお申し付けくださいね。 

 季節の風呂敷で包みませんか？ 



 

 

 

 

 人口減少、少子高齢化が進んでいますが、 

 清水では、 

大きなケーキのご注文は減少していません。 

この地域に、みんなで集まって、 

みんなで切り分けて食べる習慣があるからですね。 

お誕生日、記念日、お祝いの時などなど、 

これからも、みんなで集まって、 

ケーキを囲む習慣が続いていくと素晴らしいですね。 

 

 

 

 猛暑だった今年の夏。  

体調を崩された方も多かったんじゃないでしょうか。 

暑さは関係ないのかもしれませんが、 

清水はこの夏、機械の故障が相次ぎました。 

自動包装機、店内エアコン、厨房エアコン、冷凍庫、オーブン、 

ポスレジ、パソコン、洗浄機などなど、 

同時多発的に、次々と機械が故障して、修理＆買い替えの連続です。 

人間も機械も、無理をせず、日頃のメンテナンスが重要だと思い知りました。 

 故障、そして、故障。 

 

 

販売スタッフの三野は、時々、製造も手伝っています。 

４０年前の若かりし頃、大阪でお菓子屋さんを経営していて、 

ご主人とともに和菓子を作っていたので、 

製造を手伝うと昔を思い出して燃えます。 

職人って、４０年経っても、昔身に付けた技術は残っているんですね。 

清水には、職人歴６５年の現役職人もいますが、 

若い職人にとって、ブランクがあるとはいえ、三野は大先輩です。 

良い影響を与え合って、より良いお菓子作りができるようになりたいです。 

 昔の血が騒ぎます。 

 みんなで食べましょう！ 

 

 

今年も、秋祭りの季節がやって来ましたね。 

毎年清水でも獅子が舞ってくれて盛り上がっています。 

祭りの後の打ち上げが楽しみなお父さんは、 

とても多いと思います。 

でも、必死に練習して、祭りで大活躍したお子さんにも、 

しっかりと、お菓子のご褒美をあげてくださいよ。 

「大人ばかりズルい」と思われたら、 

大人の面目丸つぶれです。 

今年も天気に恵まれて、 

大いに盛り上がる秋祭りになるとイイですね。 

三豊は、素晴らしい地域だと再確認できる季節ですね。 

 秋祭りだぁ～～！ 



 

 

 

 

 

クイズの答えは、同封した商品券の裏にお書きください。 

商品券をお送りしますので、住所氏名も忘れずにお書きください。 

お買い物の際に、スタッフにお渡しいただければ、 

割り引きと同時にご応募いただけます。 

締め切りは、１０月１８日。 

当選発表は、発送にかえさせていただきます。 

 

 

 今月も抽選で２０名様に、 

 清水菓子舗の商品券５００円券をプレゼントいたします。 

 今月は、丸亀に関する問題です。 

  下に丸亀市内の建物スケッチが６枚あります。 

 あ～か の中で、うどん屋さんはどれでしょう？ 

 答えは、平仮名でお書きください。 

 今月のプレゼントクイズです。 

  編集後記 
 この「お菓子屋だより」は、当店ポイントカード会員の方で、 

 高ポイント獲得のお客さんに、お送りさせていただいています。 

さて、猛烈な酷暑の夏も終わり、少しずつ秋めいてきましたが、 

みなさんは、夏の疲れも回復して、お元気でお過ごしでしょうか？ 

清水菓子舗の二代目夫婦は、８３歳と高齢のため、この夏はバテていました。 

暑くて、食欲がない時の栄養補給源は、もっぱら「お菓子」でした。 

食事はほしくなくても、お菓子を食べる事で、必要なカロリーを確保できたようです。 

そのおかげで、暑い夏を無事乗り切り、今は「食欲の秋」を満喫して元気になってます。 

若い方は、甘い物の食べ過ぎで、健康を害する方もいるかもしれませんが、 

お年寄りは、食が細くなって、元気がなくなっている方も多いと聞きます。 

清水は、その場で作って、その場で売っているので、安心な食材を使っています。 

この夏は、食に携わる者として、「食べ物」の重要性を改めて実感しました。 

                  清水菓子舗三代目店主  清水洋之 
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